
















































































































































































































































































































• ＥＲＭ (Enterprise Risk Management 全社的リスク・マネジメント）は、包括的
な企業リスク管理の手法として1990年代前半に開発された。
• エンタープライズワイド・リスク・マネジメント (EWRM)、戦略リスク・マネ
























• 「Public Company Accounting 




































































































































































































































リスク対象資産 % リスク対象資産 %
国内株式 20 不動産(国内土地) 10
外国株式 10 金地金 25



































































































• II －３ 統合的リスク管理態勢
• II －３－１ 意義
• II －３－２ リスクの特定及びリスク・プロファイル
• II －３－３ リスクの測定
• II －３－４ リスク管理方針
• II －３－５ リスクとソルベンシーの自己評価
• II －３－６ グループベースの統合的リスク管理
• II －３－７ 報告態勢
• II －３－８ 業務継続体制（BCM）
• II －３－９ 資産負債の総合的な管理
• II －３－10 保険引受リスク管理態勢
• II －３－11 再保険に関するリスク管理
• II －３－12 資産運用リスク管理態勢
• II －３－13 流動性リスク管理態勢
• II －３－14 オペレーショナル・リスク管理態勢






































































• 2011年11月、米国では、 NAIC（全米保険庁長官会議、National Association of 
Insurance Commissioners）より、ORSAガイダンス・マニュアルが公表された。
• 2012年7月、EIOPA（欧州保険職域年金監督機構、European Insurance and Occupational 
Pension Authority）より、当該規定の解釈や実務的取扱いの統一を図るため、ORSAガイ
ドラインの最終案が公表された。
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ソルベンシーⅡとERM
• 第一の柱は、定量的要件を対象し、リスクベースの資本を十分に保有することを目的とする。
• 保険会社におけるリスク量および資本要件に関する定量的要件
• 第二の柱は、主として定性的要件を対象とし、組織内部のリスクマネジメントとガバナンスに
ついての基準を設定している。
• リスク・資本管理およびガバナンス態勢を含む定性的要件
• 監督機関とコミュニケーションを図るため、組織編成および事業環境関するすべてのプロセ
スを文書化する必要がある。
• リスクおよび資本の評価結果やORSA結果の報告・開示もその対象に含まれ、第一の柱および
第三の柱との関連性も有する。
• 第三の柱は、監督機関と社会一般に対する透明性を目指している。
• 監督機関・社会への情報開示: 監督機関に対する非公開の年次報告書と、公開するソルベン
シーおよび財務状況報告書
• ERM
• 第一柱と第二の柱の領域
• 第二の柱は、第一の柱より包括的に捉える可能性
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シート 27
シート 28
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シート 29
論点
• ソルベンシー・マージン: リスクファイナンシング
• リスク係数のERMへの影響
• 計量化の問題点
•定量規制と定性規制 : ソルベンシーⅡ
• 資本規制と関連したERM
• リスク発生防止: 内部統制
• グローバル化とERM
• 海外所在の子会社
• 外国親会社の子会社
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